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６. 「データサイエンス・AI全学教育プログラム」について 

 

１． プログラム概要 

今日のデジタル情報化社会においては，数理・データサイエンス・AIの果たす役割が急速に大きくなっており，社会

生活，産業，研究開発などあらゆる分野において基盤となり始めています。これに対し本学では，専門分野に依らず将

来的にデータサイエンス・AIを駆使して問題解決ができる能力を身につけた人材を育成するため，リテラシーレベルか

らエキスパートレベルプラスまでのデータサイエンス・AIに関する一貫した教育を行うことを目的とした全学教育プロ

グラムである「データサイエンス・AI全学教育プログラム」（略称：DS・AI全学教育プログラム）を開講しています。 

この教育プログラムには，学士課程向けの「リテラシーレベル」と「応用基礎レベル」，大学院課程向けの「エキ

スパートレベル」と「エキスパートレベルプラス」があり，学士課程向けの二つはそれぞれが文部科学省の「数理・

データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(MDASH)」1で定められている「リテラシーレベル」と「応用基礎レベ

ル」の認定を受けています。 

(1) データサイエンス・AI全学教育プログラム（リテラシーレベル） 

数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を修得し，それらを利活用できる基本的な能力を身につけることを目標

とします。 

(2) データサイエンス・AI全学教育プログラム（応用基礎レベル） 

リテラシーレベルの素養を基に，よりレベルの高い発展的素養や実践スキルを修得し，エキスパートレベルの高度

な素養の修得に繋がる能力を身につけることを目標とします。 

 

２． プログラム詳細 

2.1 プログラムの修了要件 

下表に示す科目を履修しそれぞれの単位を修得することがプログラム修了要件となります。 

 
データサイエンス・AI 全学教育プログラム修了に単位修得が必要な授業科目 

リテラシーレベル（4 科目 4 単位） 応用基礎レベル（3 科目 3 単位） 

情報リテラシ第一  [LAS.I111] 

情報リテラシ第二  [LAS.I112] 

コンピュータサイエンス第一  [LAS.I121] 

コンピュータサイエンス第二  [LAS.I122] 

コンピュータサイエンス第二  [LAS.I122] 

応用基礎データサイエンス・AI 第一  [DSA.B201] 

応用基礎データサイエンス・AI 第二  [DSA.B202] 

 

（注）上記は 2024 年度以降の学士課程入学者に適用されます。2021 年度～2023 年度の学士課程入学

者は本機構のホームページにて修了要件を確認してください。 
 

2.2 プログラムの修了認定 

プログラム修了に必要な全ての単位を修得すると，原則としてその学期末に修了認定が行われ，修了者にはデジタ

ル修了証（オープンバッジ）が交付されます。 

 

データサイエンス・AI全学教育プログラムについての詳細な説明はDSAI全学教育機構ホームページに掲載されていま

す。不明な点は同ホームページ上の問合せフォームによりお問い合わせください。 

DSAI全学教育機構ホームページ URL: https://www.dsai.titech.ac.jp/ 

 

 
1 文部科学省.「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」. 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm 
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７．「リベラルアーツ探究プログラム」について 

  
11..  ププロロググララムム開開設設のの背背景景とと目目的的  

本プログラムは，「理工系の専門性を極める大学にあっても，文系領域のことを深く学びたい」「社会的な課題につい

て議論や深い対話ができる仲間が欲しい」という学生からの声に応えるため，2024 年度に開設されました。本プログラ

ムでは，人文・社会・文理融合領域の課題について自ら問いを立て，探究し，その成果を社会に発信していくための知

識やスキルと，互いの考えをぶつけ合い，刺激しあうことのできる仲間を得ることができます。人文・社会・融合領域

の学問を深くまたは幅広く学ぶことで，既存の学問領域を超えて新しい知と実践を創出することのできる力や，文理の

学知を相互に翻訳することのできる力を培うことを目的としています。 

 
22..  ププロロググララムム概概要要  

以下の手順でプログラム履修を進めます。太太字字下下線線部部が修了要件です。 
 
Step1：文系教養科目「立志プロジェクト」（1 年次 1Q 必修）履修後の 1 年次 2Q または系所属後の 2 年次 2Q に開講

される「「リリベベララルルアアーーツツ探探究究ワワーーククシショョッッププ」」をを履履修修。探究の方法を学び，仲間づくりをします。探究するテ

ーマを定め，履修計画と研究計画を立てます。研究計画に沿って探究を進めます。 
Step2：履修計画に沿って科目履修します。修了に必要な科目に加えて，以以下下のの科科目目群群かからら 44 単単位位をを追追加加でで履履修修しま

す。（各科目の詳細については、学修案内の該当ページで確認してください。）  
・文系教養科目 
・英語科目 
・第二外国語科目 
・ウェルネス科目（実習形式の科目を除く） 
・日本語・日本文化科目 

Step3：年年間間 22 回回程程度度開開催催さされれるる中中間間成成果果共共有有会会にに所所定定のの回回数数以以上上参参加加し，これまでの探究活動について共有します。

教員や仲間からのフィードバックを受けながら，履修計画や研究計画書の見直しを行います。 
Step4：3 年次通年で開講される「「リリベベララルルアアーーツツ探探究究メメンンタタリリンンググ」」をを履履修修します。リベラルアーツ研究教育院に所

属する教員のうち，関心のあるテーマと専門分野が近い教員をメンター教員としてマッチングします。探究活

動や研究計画書作成への助言，フィードバックを受けます。 
Step5：メンター教員の指導を受けながら，以以下下にに規規定定すするる基基準準をを満満たたししたた教教養養卒卒論論をを執執筆筆します。 

(1)「リベラルアーツ探究ワークショップ」「リベラルアーツ探究メンタリング」での学修成果が執筆に生か

されていること 
(2) 文字数 1 万字以上 

Step6：これまでの探究活動のプロセスと教養卒論の内容についての口口頭頭試試問問にに合合格格すると，修了証が発行されます。 
 
※本プログラム履修により取得した単位（「リベラルアーツ探究ワークショップ」「リベラルアーツ探究メンタリング」

および追加履修した 4 単位）は，卒業要件として求められる総単位数に含めることができます。 
 

33..  ププロロググララムム履履修修手手続続きき  

本プログラムには履修定員があるため，履修に当たっては事前の選考を行います。選考・履修登録の手続き，修了要

件等，本プログラムの詳細については，以下のサイトをご覧ください。 
◆教養コア学修科目サイト「探究プログラムについて」https://core.ila.titech.ac.jp/lists/tankyu 

 
問い合わせ先：リベラルアーツ研究教育院 探究プログラム担当 e-Mail: core.jimu@ila.isct.ac.jp 
  




